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永
井
繁
子
は
岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
て
渡
米
し
た
初
の
国
費
女
子
留
学
生
の
一
人
で
あ
る
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
多
感
な
少
女
期
に
、
西
洋
音
楽
習
得
の
基
礎
で
あ
る
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
に
出
会
い
、
’
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ポ
キ
プ
シ
ー
の
女
子
教
育
の
名
門
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
芸
術
学
部
音
楽
科
に
入
学
し
、
’
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
六
月
一
一
二
日
に
同
科
を
卒
業
し
た
。
日
本
人
と
し
て
西
洋
音
楽
の
分
野
で
大
学
教
育
を
受
け
た
、
最
初
の
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
彼
女
は
帰
国
後
、
文
部
省
音
楽
取
調
掛
、
東
京
音
楽
学
校
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
と
し
て
、
七
人
の
子
女
を
育
て
つ
つ
奉
職
す
る
こ
と
二
○
年
に
及
ん
だ
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
永
井
繁
子
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
に
亀
田
帛
子
氏
の
「
瓜
生
繁
子
断
章
ｌ
ｌ
東
京
（１）
音
楽
学
校
時
代
を
中
心
に
ｌ
」
、
及
び
今
井
一
良
氏
が
繁
子
の
ア
メ
リ
カ
時
代
の
日
記
と
彼
女
が
死
の
前
年
に
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
』
（２）
紙
に
寄
稿
し
た
「
回
想
記
」
を
紹
介
し
た
「
瓜
生
（
、
水
井
）
繁
子
の
英
文
日
〈研究ノート〉
ヴ
ァ
ッ
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
号
ツ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
ｌ
彼
女
の
学
ん
だ
一
九
世
紀
後
半
の
西
洋
音
楽
Ｉ
一
八
七
七
’
七
八
年
度
の
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
便
覧
』
一
ｓ
留
日
。）諄町のレコョ目』Ｓ亘・町巨二三「‐葛によれば、同カレッジの入
学志願者はまず予備試験目の］】日ご閂昌の圃日旨四茸・ロで英文法、
初
等
数
学
、
近
代
地
理
、
合
衆
国
史
の
四
科
目
の
学
科
試
験
に
パ
ス
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
次
に
音
楽
科
を
志
望
す
る
学
生
は
「
十
分
な
る
天
性
の
（５）
才
能
の
証
拠
」
を
示
す
｝
」
と
を
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
人
の
音
楽
的
な
演
奏
能
力
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
繁
子
の
場
合
、
予
備
試
験
の
成
績
は
ア
メ
リ
カ
人
の
受
験
生
よ
り
ず
っ
と
優
れ
て
い
た
。
と
く
に
英
文
法
の
成
績
は
良
く
、
こ
れ
は
彼
女
が
在
米
七
年
で
英
語
と
い
う
外
国
語
を
駆
使
す
る
能
力
を
確
実
に
わ
が
も
の
と
し
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
後者については簡潔に「充分」の四房宮ｇｏｑという評価が与え
（３）
記
と
回
想
記
」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
一
九
九
一
ハ
年
八
月
か
ら
九
月
の
初
め
に
か
け
て
、
永
井
繁
子
の
生
涯
を
決
定
づ
け
た
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
。
（４）
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
‐
し
て
、
関
係
史
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
音
楽
教
育
生
田
澄
江
’八○
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㈹
「
芸
術
学
部
の
全
課
程
は
約
三
年
間
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
あ
る
程
度
熟
達
し
た
学
生
は
、
よ
り
短
期
間
で
全
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
特
別
な
場
合
は
学
長
の
承
認
を
得
て
、
学
部
長
が
そ
の
学
生
の
レ
ベ
ル
に
適
し
た
、
よ
り
短
い
課
程
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
学
生
は
担
当
の
責
任
者
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
な
い
学
習
計
画
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
卒
業
証
書
は
全
課
程
を
完
全
に
修
了
し
、
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
試
験
を
パ
ス
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。
」
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
は
四
年
制
の
女
子
大
学
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
芸
術
（８）
学
部
に
限
っ
て
は
、
修
業
年
限
が
一
二
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
修
業
年
限
が
学
生
の
習
熟
度
に
よ
っ
て
短
縮
さ
れ
う
る
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
。
回
「
音
楽
科
に
お
け
る
教
育
は
音
楽
理
論
の
知
識
を
基
礎
と
す
る
偉
大
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
家
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
修
業
で
あ
り
、
最
高
の
教
養
と
し
て
の
音
楽
を
目
標
に
し
て
い
る
。
原
則
と
し
て
能
力
の
疑
わ
し
い
者
は
受
け
つ
け
な
い
。
ピ
ア
ノ
の
分
野
で
は
バ
ッ
ハ
、
ヘ
ン
デ
ル
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
、
ハ
イ
ド
ン
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ク
ラ
マ
ー
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
モ
シ
ュ
レ
ス
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
そ
し
て
リ
ス
ト
の
作
品
が
基
礎
と
な
る
。
」
（６）
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
同
カ
レ
ッ
ジ
の
二
日
楽
科
の
教
育
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
繁
子
が
在
学
し
た
一
八
七
八
’
七
九
年
度
か
ら
八
○
’
八
一
年
度
ま
で
の
『
便
覧
』
に
よ
る
と
、
同
カ
レ
ッ
ジ
の
芸
術
学
部
は
美
術
科
と
音
楽
科
と
か
（７）
ら
成
り
、
そ
の
教
育
内
容
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
う
○
。
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
こ
の
中
に
は
な
ぜ
か
シ
ョ
パ
ン
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
州
「
次
に
オ
ル
ガ
ン
は
バ
ッ
ハ
、
リ
ン
ク
、
ヘ
ッ
セ
、
リ
ッ
タ
ー
（
同
校
音
楽
科
長
）
、
音
楽
は
ガ
ル
シ
ア
、
パ
ッ
カ
イ
、
コ
ン
コ
ー
ネ
、
バ
ル
ド
ー
ーー、マルケージ、パノフカなどの母音唱法やソルフェージュ。芸
術
性
の
高
い
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
及
び
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
Ｒ
・
フ
ラ
ン
ッ
な
ど
の
偉
大
な
作曲家の作品による。」
こ
こ
に
列
記
さ
れ
た
作
曲
家
の
作
品
は
一
八
八
四
年
の
同
学
科
の
教
授
が
（９）
注
文
し
た
楽
譜
の
リ
ス
ト
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
ツ
ェ
ル
ニ
ー
、
『
ソ
ナ
チ
ネ
ア
ル
バ
ム
』
や
バ
ッ
ハ
の
『
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
』
も
注
文
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
反
対
に
現
在
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
教
本
と
し
て
の
『
ハ
ノ
ン
』
な
ど
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
作
曲
家レシュホルン伊ｑ、○二・日の酔討。。（＆〔言目のｍや臼Ｑご〔旨Ｈ〕
日
而
３
〔
巳
の
丙
〕
な
ど
と
記
さ
れ
た
教
本
が
多
く
注
文
さ
れ
て
い
る
。
ロ
「
週
二
回
の
レ
ッ
ス
ン
に
は
正
規
コ
ー
ス
の
勉
強
と
毎
日
四
十
分
の
練
習
時
間
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
限
の
下
で
は
、
高
度
な
音
楽
の
達
成
は
難
し
い
と
の
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
経
験
が
教
え
る
と
こ
ろ
は
そ
の
反
対
で
あ
る
。
合
理
的
な
メ
ソ
ッ
ド
、
集
中
的
努
力
、
そ
し
て
大
学
の
課
程
に
お
け
る
方
法
論
的
影
響
が
結
び
つ
き
、
最
も
満
足
す
べ
き
結果を生んでいる。」
実
技
の
教
育
は
別
と
し
て
、
『
便
覧
」
に
よ
る
と
、
そ
の
ほ
か
の
課
目
は
音
楽
理
論
、
和
声
学
、
通
奏
低
音
・
カ
ノ
ン
・
フ
ー
ガ
作
曲
形
式
お
よ
び
奏
一
八
一
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法
政
史
学
第
五
十
号
（Ⅱ）
法
、
音
楽
史
、
音
楽
美
学
、
音
響
学
、
作
曲
な
ど
で
、
現
代
の
一
日
楽
教
育
の
場
合
と
基
本
的
に
は
異
な
ら
な
い
。
こ
の
中
で
特
に
「
和
声
学
」
を
修
め
な
い
者
は
卒
業
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
繁
子
が
三
年
次
で
「
和
声
学」を修めていることは、同校の学務部団の四ｍ可日の記録で確
認した。
㈱
「
学
生
に
開
放
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
一
年
に
八
回
か
ら
九
回
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
海
外
か
ら
の
（
演
奏
家
が
）
し
ば
し
ば
参
加
す
る
。
」
㈹
「
図
書
館
に
は
音
楽
科
の
学
生
の
た
め
に
五
○
○
○
か
ら
六
○
○
○
曲
の
楽
譜
が
準
備
さ
れ
、
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
る
。
ま
た
ピ
ア
ノ
の
使
用
料
は
週
二
度
で
年
間
一
○
○
ド
ル
で
あ
る
。
」
Ⅲ
『
便
覧
』
に
掲
載
さ
れ
た
職
員
録
に
よ
る
と
、
音
楽
科
の
教
師
は
リ
ッ
タ
ー
教
授
以
下
八
名
で
、
ピ
ア
ノ
担
当
が
六
名
、
声
楽
担
当
が
一
名
、
オ
ル
ガ
ン
担
当
が
一
名
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
の
教
師
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。
合
唱
の
指
導
は
リ
ッ
タ
ー
教
授
が
行
っ
た
。
た
だ
し
実
技
以
外
の
諸
々
の
課
目
、
た
と
え
ば
「
和
声
学
」
な
ど
の
担
当
教
師
の
氏
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
前
記
の
教
材
の
注
文
書
を
見
る
と
、
四
人
の
教
師
、
す
な
わ
ち
リッター教授、ホイットニーニ宮一のロ］／フィンチ国口ｇ／チャ
ピン○富で旨がヒラー国』］』自著『和声学』出ミヨ・『垣一冊と
『和声学入門」出ミョミミもコョミ｜｜｜冊を注文していることがわ
か
る
。
当
時
は
お
そ
ら
く
現
在
の
よ
う
に
実
技
と
理
論
を
別
の
教
師
が
教
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
リ
ッ
タ
ー
教
授
と
二
人
の
ピ
ア
ノ
教
師
、
一
人
の
オ
ル
ガ
ン
教
師
が
ピ
ア
ノ
お
よ
び
オ
ル
ガ
ン
を
教
え
つ
つ
音
楽
理
論
の
課
目
を
適
宜
教
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
記
の
学
務
部
の
記
録
に
よ
る
と
、
繁
子
は
音
楽
関
係
の
課
目
の
他
に
一
般教養課目として英作文国目、］骨呂８日ご・、昼・Ｐフランス語お
よびフランス文学、数学を履修しており、とくにフランス語は一一一
年
間
に
わ
た
っ
て
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
当
時
は
同
校
の
教
授
た
ち
と
そ
の
家
族
は
み
な
大
学
内
の
宿
舎
に
住
ん
で
い
た
。
同
校
の
校
内
誌
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
二
①
二
句
ｍ
の
ミ
ミ
肘
‐
月冒曼には、学生が教授の部屋を訪ねて家族的な交流を持って
い
る
様
子
が
し
ば
し
ば
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
音
楽
科
長
の
リ
ッ
タ
ー
も
音
楽
家
で
著
述
家
の
妻
フ
ラ
ン
セ
ス
・
レ
イ
モ
ン
ド
・
リ
ッ
ター国田口・の、國昌日。□已困三円と共に学生を歓待している。学
生
は
繁
子
を
は
じ
め
全
員
が
寄
宿
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
彼
女
た
ち
に
（Ⅱ）
と
っ
て
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
声
楽
ク
ー
フ
ス
の
レ
デ
ィ
た
ち
は
リ
ッ
タ
ー
教
授
か
ら
イ
タ
リ
ア
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
（旧）る。ま
た
リ
ッ
タ
ー
教
授
は
同
校
内
に
事
務
所
を
設
け
、
彼
自
身
の
音
楽
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
。
で
は
音
楽
科
創
設
の
パ
イ
オ
ー
ー
ァ
的
存
在
で
あ
る
、
同
校
を
代
表
す
る
リ
ッ
タ
ー
教
授
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
フレデリック・ルイス・リッター句司のロの口○田巳の因】尊の円（’
八
三
四
’
九
一
）
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
で
あ
っ
た
ア
ル
ザ
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
生
ま
れ
た
ス
ペ
イ
ン
系
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
彼
は
早
く
か
ら
音
楽的才能を示し、ハンス・シュレッテルン国四口のの○三の尊の門Ｐ
フラニー・ハウザー句旬日】】四目、の局／そして彼の従弟Ｊ・Ｇ・
カ
ス
ト
ナ
ー
』
・
○
・
房
四
ｍ
目
の
局
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
校
の
教
授
フ
ェ
ニ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
音
楽
科
長
リ
ッ
タ
ー
教
授
八
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ネストランジュ句の９ｍ可目、①とともに音楽を学んだ。彼は一八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
新
天
地
に
移
住
し
て
き
た
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
ま
れ
の
音
楽
家
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
一
八
五
六
年
に
両
親
と
共
に
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
ー
に
落
ち
着
き
、
当
地
に
セ
シ
リ
ア
合
唱
団
○の○］］旨○ず○国］の。Ｂのどやフィルハーモニック・オーケストラ
勺宮』言同日・己。。『ｓの、可四を創設した。彼が移住してきた頃の
同
市
は
ド
イ
ツ
人
の
男
性
合
唱
団
と
聖
歌
隊
が
自
慢
で
あ
っ
た
が
、
当
時
最
も
う
け
て
い
た
の
は
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
シ
ョ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
八
二
○
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
、
白
人
が
顔
を
黒
く
塗
っ
て
、
縞
の
ズ
ボ
ン
に
ぶ
か
ぶ
か
の
カ
ラ
ー
と
い
う
黒
人
の
扮
装
で
歌
や
ダ
ン
ス
、
寸
劇
、
政
治
風
刺
な
ど
を
演
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
女
子
留
学
生
の
一
人
津
田
梅
子
は
「
あ
る
晩
連
れ
て
い
か
れ
て
、
こ
の
世
の
生
物
と
は
思
え
な
い
男
た
ち
を
見
て
震
え
上
〈旧）
が
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
女
子
留
学
生
た
ち
は
帰
国
し
て
四
十
五
年
も
た
っ
た
あ
る
日
集
ま
り
、
話
題
は
こ
の
シ
ョ
ー
で
見
た
黒
人
に
驚
得
し
た
こ
（Ⅲ）
と
を
奉
叩
り
合
っ
た
と
『
東
京
朝
日
新
聞
』
が
報
じ
て
い
る
か
ら
、
余
程
印
象
深
か
っ
た
と
み
え
る
。
リ
ッ
タ
ー
教
授
は
、
こ
の
よ
う
に
芸
術
的
な
も
の
と
単
な
る
娯
楽
と
を
ま
だ
区
別
で
き
な
か
っ
た
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仕
込
み
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
紹
介
し
て
、
音
楽
的
評
価
を
わ
が
も
の
と
し
た
。
彼
は
一
八
六
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
、
南
北
戦
争
が
終
わ
る
と
当
地
で
積
極
的
に
活
動
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
で
の
音
楽
的
興
味
の
高
ま
り
に
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
は
セ
イ
ク
リ
ッ
ド
・
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク協会、Ｐ・『＆国自日。巳・のＯＢの←デァルビオン男性合唱団
シ］宮・ロー囚］の○すｏ２ｍｍｏＱのどの指揮者として活躍し、また毎
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
年
の
よ
う
に
七
つ
の
系
列
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
音
楽
監
督
を
し
た
。
彼
は
一
八
六
七
年
に
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
音
楽
科
長
に
迎
え
ら
れ
た
。
教
授
に
な
っ
て
か
ら
の
彼
は
音
楽
関
係
の
著
述
に
専
念
し
、
Ｊ
・
ラ
イ
ラ
ン
ド
・
ケ
ンドリック師、のご・］・切邑］：」【の＆１．斤とともに『賛美歌集』
Ｈ
旨
冒
昔
日
月
を
編
纂
し
て
、
一
八
七
七
年
に
刊
行
し
た
。
彼
は
ま
た
英
・
独
。
仏
語
で
各
種
の
音
楽
雑
誌
に
音
楽
評
論
を
し
ば
し
ば
寄
稿
し
た
。
も
っ
と
も
彼
は
変
名
で
自
分
自
身
の
作
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
た
り
、
自
分
の
作
品
を
と
り
あ
げ
て
演
奏
し
て
く
れ
な
い
音
楽
家
に
対
し
て
は
、
辛
辣
な
批
評
を
（旧）
下したということである。しかし彼の『二日楽の歴史』（’八七○
’
七
四
）
所
収
の
「
ア
メ
リ
カ
音
楽
」
（
’
八
八
三
）
は
、
当
時
の
出
版
物
の
中
で
は
最
も
興
味
深
い
著
書
の
ひ
と
つ
で
、
特
に
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
音
楽
に
つ
い
て
の
関
心
を
喚
起
し
た
（旧）
と
い
う
点
で
は
、
評
価
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
彼
の
作
ロ
叩
は
ほ
と
ん
ど
演
奏
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
だ
が
、
三
つ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
、
交
響
詩
「
ス
テ
ラ」の←の］旨、「序曲オセロ」○夢の］］ｏや、「ピアノとチェロのため
の
協
奏
曲
」
な
ど
い
く
つ
か
の
室
内
楽
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
ま
た
「
オ
ル
ガ
ン
幻
想
曲
」
、
「
賛
美
歌
」
四
、
二
三
、
四
六
、
九
五
番
、
そ
れ
に
百
曲
以
上
の
歌
曲
を
作
曲
し
て
お
り
、
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
音
楽
科
に
お
い
て
も
自
分
自
身
の
作
品
（、）
を
し
ば
し
ば
教
材
と
し
て
い
る
。
彼
は
著
述
、
作
曲
な
ど
の
業
績
に
よ
っ
て
一
八
七
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
繁
子
が
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
に
入
学
し
た
年
で
、
四
○
代
の
油
の
乗
り
切
っ
た
教
育
者
と
し
て
の
リ
ッ
タ
ー
が
繁
子
を
ど
う
見
て
い
た
か
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
リ
ッ
八
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タ
ー
の
日
記
に
も
彼
女
の
手
記
に
も
言
及
は
な
い
。
三
繁
子
が
ヴ
ァ
ッ
サ
１
在
学
中
に
鑑
賞
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
繁
子
は
在
学
中
ど
の
よ
う
な
音
楽
を
聴
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
三
年
間
に
催
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
が
、
繁
子
は
少
な
く
と
も
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
で
行
わ
れ
た
二
○
回
以
上
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
間
、
自
分
自
身
も
六
回
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
る。当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
覧
す
る
と
、
当
時
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
①
い
わ
ば
音
楽
学
生
の
進
級
・
卒
業
コ
ン
サ
ー
ト
、
②
教
授
と
学
生
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
、
あ
る
い
は
教
師
だ
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
③
外
部
の
室
内
楽
団
、
声
楽
・
ピ
ア
ノ
の
ソ
リ
ス
ト
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
の
三
種
類
に
わ
か
れ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
年
間
に
八
、
九
回
開
催
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
リ
ッ
タ
ー
教
授
が
音
楽
監
督
を
つ
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
司
会
な
ど
も
つ
と
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
先
に
、
②
の
教
師
だ
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
③
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。
一八七九（明治一一一）年三月一一一日金曜日の「音楽の夕べ」は
繁
子
の
ピ
ア
ノ
の
教
師
で
あ
る
ミ
ス
・
ハ
ツ
バ
ー
ド
国
ロ
ヶ
ワ
ｍ
ａ
と
ミ
ス
・
プ
リ
ス
ロ
房
切
の
独
奏
と
一
一
重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
前
者
は
繁
子
が
卒
業
し
た
後
、
ベ
ル
リ
ン
に
音
楽
修
業
に
旅
立
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（旧）
一
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ソ
ナ
タ
変
ホ
長
調
作
ロ
叩
一
一
七
」
ｌ
音
楽
科
教
師
の
演
奏
曲
目
法
政
史
学
第
五
十
号
２
外
部
か
ら
招
か
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
二
月
七
日
、
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
ド
イ
ツ
人
音
楽
家
フ
ラ
ン
ッ
・
ル
ン
メ
ル
司
日
目
國
ロ
日
日
の
］
を
招
い
て
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
が
催
さ
れ
た
。
彼
は
多
分
移
民
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
○
曲
か
ら
成
り
、
バ
ッ
ハ
か
ら
リ
ス
ト
ま
で
、
バ
ロ
ッ
ク
、
古
典
、
ロ
マ
ン
派
と
音
楽
史
の
流
れ
に
沿
っ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
一一ショパン「夜想曲ロ長調作品三一一」
｜
一
一
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
ク
ル
ク
【
巳
］
巨
丙
編
曲
「
ク
ロ
ー
エ
に
寄
す
」
し
ロ
○
三
８
以上ミス・ハツバード三肘の出口すずＰａ
四
シ
ョ
パ
ン
「
ロ
ン
ド
」
作
品
一
五
バ
ッ
ハ
作
曲
サ
ン
サ
ー
ン
ス
編
曲
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
五
番
」
よ
り
「
ラ
ル
ゴ
」
同
「
レ
シ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
と
ア
リ
ア
」
六
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
リ
ス
ト
編
曲
「
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
」
し
ｇ
‐
］囚］ｇの
以上ミス・プリスニ肘の囚】、、
七
モ
シ
ェ
レ
ス
三
・
ｓ
の
］
の
、
「
ヘ
ン
デ
ル
を
た
た
え
る
二
重
奏
曲
作
品九一一」ロロ・・四・日目Ｐ、の四国晋号］
ミ
ス
・
ブ
リ
ス
と
ミ
ス
・
ハ
ッ
バ
ー
ド
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
曲
や
歌
曲
を
ピ
ア
ノ
曲
に
編
曲
し
た
も
の
が
三
曲
（
一
一
一
、
五
、
六
）
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
論
の
最
後
で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
一八四
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３
管
弦
楽
団
な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
’八八○（明治一三）年一一月一一一日、ヴァッサーの同年度第一一一
回
「
音
楽
の
夕
べ
」
に
ボ
ス
ト
ン
か
ら
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
弦
楽
五
重
奏
団
が
来
演
し
た
。
こ
の
楽
団
は
一
八
四
九
年
に
ボ
ス
ト
ン
に
創
立
さ
れ
、
五
○
（旧）
年近く活躍した。奥田恵一一氏は同楽団について「一一人のヴィオーフ
奏
者
は
そ
れ
ぞ
れ
フ
ル
ー
ト
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
楽
器
を
持
ち
替
え
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
（
ア
メ
リ
カ
で
は
）
｜
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
の
技
巧
が
本
当
に
専
門
家
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
中
略
）
二
つ
の
全
く
違
っ
た
楽
器
を
聴
衆
の
前
で
奏
す
る
こ
と
自
体
に
な
に
か
寄
席
芸
人
的
な
て
そ
の
中
に
一
曲
だ
け
ソ
ナ
タ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通りである。
｜
バ
ッ
ハ
「
半
音
階
風
幻
想
曲
」
ヘ
ン
デ
ル
「
組
曲
ホ
長
調
」
二
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ソ
ナ
タ
へ
短
調
作
品
五
七
」
〔
熱
情
〕
シ
ュ
ー
マ
ン
「
謝
肉
祭
の
道
化
作
品
二
六
」
三
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
厳
格
な
変
奏
曲
一
一
短
調
作
品
五
四
」
ショパン「夜想曲変二長調作品一一七の一一」
同
「即興曲変イ長調作品二九」
同
「ポロネーズ作品五三」
四
リ
ス
ト
「
愛
の
夢
作
品
三
」
同
「
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
と
ナ
ポ
リ
」
よ
り
「
ゴ
ン
ド
ラ
の
女
」
と
「
タ
ラ
ン
テ
ラ
」
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
（釦）
も
の
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
私
は
こ
｝
」
で
、
よ
く
い
わ
れ
る
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
音
楽
の
後
進
性
を
指
摘
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
に
し
ろ
当
時
の
日
本
で
西
洋
音
楽
を
体
験
し
て
い
た
の
は
、
陸
海
軍
軍
楽
隊
か
、
宮
内
省
雅
楽
部
の
伶
人
か
、
民
間
で
は
キ
リ
ス
ト
教
会
の
信
者
が
唱
う
賛
美
歌
位
で
あ
っ
た
。
学
校
教
育
の
現
場
で
も
音
楽
は
「
当
分
こ
れ
を
欠
く
」
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
繁
子
の
体
験
が
い
か
に
貴
重
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
ある。
（皿）
では当日の五重奏団のプログーフムを紹介しよう。
｜
ハ
イ
ド
ン
「
四
重
奏
変
ホ
長
調
」
二
ド
ヅ
プ
ラ
ー
「
愛
の
歌
Ｉ
フ
ル
「
卜
の
た
め
の
小
品
」
シェードの＆四ｇの氏
三
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲
ハ
長
調
作
品
一
○
八」から「ラルゲット」
四
ハ
イ
メ
ン
ダ
ー
ル
国
の
旨
已
の
ご
Ｑ
、
亘
「
カ
ン
ッ
ォ
ネ
ッ
タ
」
、
「
バ
ガ
テ
ル
、
ワ
ル
ツ
風
に
」
五ヴュータンご】の巨菖の日どの「チェロ協奏曲」より「アン
ダンテ」
ゲーズ○の肘の氏
六
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
五
重
奏
曲
ハ
長
調
作
品
二
九
」
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
前
述
の
奥
田
氏
の
記
述
が
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
音
楽
会
で
み
ご
と
に
証
明
さ
れ
る
。
で
は
次
に
彼
ら
の
楽
器
の
受
け
持
ち
を
記す。
一八五
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固
日
ご
閂
已
国
巴
日
の
ロ
９
口
豆
「
】
。
］
旨
。□円］ご庁］の①］
ぐぢ］旨
＊日ロ○日口の因】四口
○］四門目の茸の山口ｇぐ』。」四
＊一三津辱ｐＨｐｍｏぼゆ』の
句］員のｍｐｇご］ｏ宮
司句のｇの且○丙○の肘の
ぐぢ］○口○匹］。
＊
印
の
奏
者
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ヴ
ィ
オ
ラ
、
及
び
フ
ル
１
卜
と
ヴ
ィ
オ
ラ
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
。
フ
ル
ー
ト
と
ヴ
ィ
オ
ラ
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
シ
ェ
ー
ド
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
番
で
、
当
時
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
」
を
発
表
し
て
爆
発
的
人
気
を
博
し
て
い
た
ド
ッ
プ
ラ
ー
の
「
愛
の
歌
ｌ
フ
ル
ー
ト
の
た
め
の
小
品
」
を
ソ
ロ
で
演
奏
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
人
は
元
来
は
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
要
は
、
た
と
え
掛
け
持
ち
演
奏
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
当
時
「
室
内
楽
」
と
い
う
、
高
度
な
音
楽
性
を
要
求
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
、
か
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
巨
匠
の
音
楽
を
繁
子
以
外
に
聴
い
た
日
本
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
は
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
主
催
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
が
、
私
の手元にボストン音楽堂、。、一・口冨口巴。国巳」で一八八一年一一月
一七日午後一一一時開演の、一八三七年に結成されたハーヴァード音
楽協会■囚ごく四己三巨巴８］しｍｍｏＢｇ』。□主催の第七回シンフォ
ニー・コンサート、のぐの口菩の］日むぽ。□］○○口８１のプログラムが
あ
る
。
そ
れ
は
音
楽
科
長
の
リ
ッ
タ
ー
教
授
の
作
曲
し
た
「
交
響
曲
第
二
番
ホ
短
調
」
が
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
指
揮
者
カ
ー
ル
・
ツ
ェ
ラ
ー
ン
○
日
］
国
閂
‐
昌
彦
：
に
よ
っ
て
ボ
ス
ト
ン
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
法
政
史
学
第
五
十
号
リ
ッ
タ
ー
教
授
は
音
楽
科
長
と
し
て
、
実
に
精
力
的
に
音
楽
会
を
主
催
し
、
外
部
か
ら
の
音
楽
家
を
招
聰
し
、
そ
の
音
楽
監
督
を
つ
と
め
た
。
と
に
か
く
彼
の
日
常
は
多
忙
の
一
語
に
尽
き
る
よ
う
だ
。
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
は
毎
月
の
各
学
部
の
動
静
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
が
、
特
に
音
楽
科
が
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
定
期
的
に
行
う
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
学
生
一
人
一
人
の
演
奏
に
対
す
る
講
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
リ
ッ
タ
ー
を
中
心
に
し
た
活
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
は
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
け
る
繁
子
の
演
奏
と
そ
の
健
闘
ぶ
り
を
垣
間
見
て
見
よ
う
。
た
。
こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
繁
子
の
卒
業
の
年
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
学
校
や
音
楽
科
ぐ
る
み
で
師
の
コ
ン
サ
１
卜
に
馳
せ
参
じ
る
の
は
今
で
も
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
、
繁
子
も
学
友
と
共
に
ボ
ス
ト
ン
ま
で
出
か
け
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成
の
交
響
楽
を
聴
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
い
え
よ
う
。
む
し
ろ
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
音
楽
科
の
教
師
の
一
人
か
、
学
生
の
一
人
が
ス
テ
ー
ジ
の
り
ツ
タ
１
教
授
に
花
束
を
捧
げ
る
役
に
な
ら
な
い
方
が
こ
の
場
合
お
か
し
い
位
で
あ
ろ
う
。
Ⅲ固】ぬ三ケの。］３の冨巨巴８」の。Ｅ］ロロの］雪Ｐ＆皆目・（、）
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
第
八
巻
九
号
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
リ
ツ
タ
１
教
授
が
『
音
楽
の
夕
べ
』
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
趣
旨
や
目
的を簡単に話した後で、ミス・トンプソン冨厨、弓ず・日已８口
が
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
無
言
歌
」
の
内
の
一
曲
を
演
奏
し
た
。
そ
れ
は
輝
か
し
い
将
来
が
約
束
さ
れ
る
よ
う
な
明
快
で
正
確
な
タ
ッ
チ
の
四
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
音
楽
科
の
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
と
永
井
繁
子
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演奏であった。またミス・エイロート三岳のシ胃：］一は私
た
ち
が
昔
か
ら
良
く
知
っ
て
い
る
曲
の
一
つ
で
あ
る
キ
ュ
ッ
ケ
ン
尻巨・丙のロの「燕の別れ」の三巳］・ョ㎡可日の言の】｝を歌った。彼
女
は
最
初
の
出
演
だ
っ
た
の
で
、
多
少
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
彼
女
の
澄
ん
だ
高
音
部
を
讃
え
た
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
、
次
に
ミ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ベ
ン
スホーテンニ】、のご自国の口のＳ○一のロが登場した。彼女は繁子よ
り
一
年
先
輩
の
よ
う
だ
。
講
評
は
「
将
来
の
成
功
を
約
束
さ
せ
る
よ
う
な
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
歌
い
振
り
」
と
い
う
最
高
の
賛
辞
で
あ
っ
た
。
さ
て
四
番
手
が
繁
子
の
ピ
ア
ノ
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
演
奏
曲
目
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
の「即興曲四番作品九○」一塊官・日耳巨》・ロ・ＣＰｚＣ・←であっ
た
。
そ
の
講
評
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ミ
ス
・
ナ
ガ
イ
は
、
非
常
な
繊
細
さ
と
表
現
力
を
以
て
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
の
「
即
興
曲
四
番
」
を
演
奏
し
た
。
彼
女
は
演
奏
の
中
で
音
楽
的
に
正
し
い
理
解
を
示
し
た
。
我
々
は
ま
た
彼
女
の
演
奏
が
聴
け
る
こ
と
を
願っている。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
学
生
に
対
し
て
も
好
意
的
な
批
評
に
終
始
す
る
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
「
ミ
ス
・
ニ
コ
ル
ズ
三
肘
、
二
ｓ
。
」
ｍ
は
、
以
前
聴
い
た
時
の
よ
う
に
は
良
い
唱
い
ぶ
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
我
々
は
失
望
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
講
評
も
あ
る
。
な
お
、
当
夜
の
繁
子
は
ピ
ア
ノ
と
歌
唱
の
両
方
で
出
演
し
て
い
る
。
し
か
し
歌
唱
の
ほ
う
の
講
評
は
「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
の
「
す
ず
ら
ん
と
花
たち」弓豈の二二ヶの］』、：ｇ言の句］・言の日を歌ったミス・ナガイ
と
ミ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ベ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
の
二
重
唱
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
し
て
い
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
（別）
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
」
‐
と
い
う
風
で
、
先
に
ソ
ロ
を
歌
っ
て
大
好
評
の
上
級
生
フ
ァ
ン
・
ペ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
の
だ
が
、
ど
う
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
彼
女
の
初
の
ピ
ア
ノ
演
奏
は
、
他
の
学
生
に
比
し
て
大
成
功
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
五
番
ま
で
あ
り
、
そ
の
一
二
番
目
に
コ
ー
ラ
ス
・
ク
ラ
ス
の
学
生
ら
が
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
の
「
楽
園
と
ぺ
り
」
勺
四
日
ｓ
‐
の①ｐｐｑ弓の田の回のなかの「われらは道をかざる」□の昊三の吾の
而巴冒冒】を合唱し、「その合唱は、良くハーモニーしている。
そ
れ
は
リ
ッ
タ
ー
教
授
の
た
ゆ
ま
ぬ
指
導
と
忍
耐
の
証
明
で
あ
る
。
我
々
は
合
唱
の
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
た
リ
ッ
タ
ー
教
授
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
い
う
講
評
を
得
て
い
る
。
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
の
コ
ン
サ
ー
ト
欄
を
読
む
と
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
よ
く
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
リ
ッ
タ
ー
教
授
は
い
く
つ
も
の
合
唱
団
の
指
揮
者
を
し
て
い
た
が
、
学
内
で
の
合
唱
指
導
に
も
大
変
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
一
八
八
二
年
、
繁
子
が
帰
国
し
た
翌
年
に
、
は
じ
め
て
ハ
イ
ド
ン
の
オ
ラ
ト
リ
オ
「
天
地
創
造
」
を
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
指
揮
し
た
の
も
リ
ッ
タ
ー
教
授
で
あ
っ
た
。
回国帛言のｏＨ３の三口の］８］の。、四首ａど》ローレロュ］』題Ｐｇ菅日・
繁
子
が
二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
出
場
し
た
一
八
八
○
年
度
第
５
回
「
音
楽
の
夕
べ
」
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
チ
ャ
ペ
ル
が
そ
の
会
場
と
な
っ
た
。
（躯）
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
第
九
巻
八
号
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
が
身
内
の
［
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
］
演
奏
者
だ
と
い
う
点
が
こ
と
に
興
味
深
か
っ
た
が
、
も
う
一
つ
の
楽
し
い
点
は
、
そ
れ
が
幾
人
か
の
新
入
生
の
デ
ビ
ュ
ー
［
の
機
会
だ
と
い
う
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こ
と
］
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
曲
は
よ
く
で
き
て
お
り
、
ま
た
（
演
奏
者
は
）
そ
れ
ら
の
曲
を
よ
く
理
解
し
て
演
奏
し
て
い
た
。
た
だ
一
つ
難
を
い
え
ば
、
そ
れ
は
時
間
が
長
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
わ
り
頃
に
演
奏
の
順
番
が
回
っ
て
く
る
若
い
淑
女
た
ち
に
と
っ
て
は
、
強
い
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
不
公
平
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
聴
衆
も
大
分
疲
れ
た
様
子
だった。
新
入
生
の
順
番
は
一
六
番
中
一
○
番
以
降
で
あ
っ
た
。
二
人
の
新
人
は
一
人
が
シ
ョ
パ
ン
の
「
即
興
曲
変
イ
長
調
作
品
二
九
」
を
、
も
う
一
人
が
モ
シ
ュ
コ
ウ
ス
キ
ー
三
○
号
丙
・
弓
、
宮
の
「
楽
興
の
時
作
品
七
の
一
一
」
を
演
奏
し
た
こ
と
は
、
昨
年
よ
り
も
水
準
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。
さ
て
繁
子
は
六
番
目
に
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
無
言
歌
第
二
一
番
」
いの己の『○言のョ・ュのｚ○・国を演奏している。この曲は勺司の、一・
シ冒口１．という発想標語の付いている技巧的な速い曲で、近年
日
本
で
は
そ
の
ま
ま
「
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ジ
タ
ー
ト
」
あ
る
い
は
「
胸
さ
わ
ぎ
」
な
ど
の
表
題
を
付
け
て
い
る
。
彼
女
の
演
奏
に
対
す
る
講
評
は
ミ
ス
・
ナ
ガ
イ
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
無
言
歌
」
を
力
強
く
、
そ
し
て
大
変
生
き
生
き
と
演
奏
し
た
。
（鯛）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
繁
子
の
気
迫
の
よ
う
な
も
の
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
講
評
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
ピ
ア
ノ
演
奏
で
占
め
ら
れ
た
、
長
時
間
に
及
ぶ
大
演
奏
会
で
あ
っ
た
。
曲
目
は
先
の
新
人
の
弾
い
た
曲
の
ほ
か
、
シ
ョ
パ
ン
が
四
曲
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
四
曲
、
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
、
バ
ッ
ハ
が
各
一
曲
、
そ
の
他
は
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ポ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
、
ヘ
ラ
ー
な
ど
の
作
品
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
五
十
号
川の寓言の。】３の巨口巴８］の（国シぽいし□の）．句旦呂］》呂三こ
」田ＰＰ二℃目
前
述
の
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
一
月
ほ
ど
経
っ
た
五
月
二
八
日
に
声
楽
と
合
唱
か
ら
な
る
「
バ
ラ
ー
ド
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
（幻）
れ
た
。
こ
の
日
繁
子
は
七
番
目
の
出
番
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
タ
ウ
ベ
ル
ト
ＢＰ色すの１の「子守歌」○日ｇ］のｍｏｐｍを独唱した。講評は「ミス
・
ナ
ガ
イ
は
タ
ウ
ペ
ル
ト
の
「
子
守
歌
」
を
聴
衆
に
非
常
に
分
か
り
や
す
く
（配）
歌
い
、
拍
手
喝
采
だ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
女
が
ピ
ア
ノ
。
ク
ー
フ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
て
の
暖
か
い
拍
手
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
タ
ウ
ベ
ル
ト
の
「
子
守
歌
」
は
旋
律
の
優
美
な
、
平
易
な
歌
い
や
す
い
曲
で
あ
る
。
’
八
七
五
年
五
月
の
彼
女
の
日
記
か
ら
、
彼
女
が
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
に
入
学
す
る
前
の
、
ア
ポ
ッ
ト
・
ス
ク
ー
ル
で
す
で
に
ピ
ア
ノ
と
共
に
歌
唱
の
方
も
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
学
友
た
ち
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
失
望
し
た
」
と
そ
の
歌
い
ぶ
り
を
評
さ
れ
た
ミ
ス
・
ニ
コ
ル
ズ
は
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
キ
ュ
ッ
ヶ
ン
の
「
星
」
弓
言
の
一
日
を
歌
っ
た
。
彼
女
の
独
唱
は
「
ミ
ス
・
ニ
コ
ル
ズ
の
声
は
チ
ャ
ペ
ル
の
す
み
ず
み
ま
で
よ
く
と
ど
き
、
し
か
も
よ
く
抑
制
が
き
い
て
い
た
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
繁
子
の
二
重
唱
の
相
手
だ
っ
た
ミ
ス
・
フ
ァ
ン
。
ペ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
の
独
唱
に
対
し
て
は
「
彼
女
に
と
っ
て
最
高
の
余
裕
あ
る
完壁さでハース国四四ｍの「緑の牧草地を通って」弓冑◎ロ吾三の＆‐
○
三
㎡
○
吋
の
目
を
歌
っ
た
」
と
い
う
講
評
が
与
え
ら
れ
た
。
学
生
は
み
な
前
年
に
比
し
て
確
実
に
そ
の
演
奏
技
術
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
親
し
み
や
す
い
民
謡
風
の
合
唱
曲
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
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ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
教
師
た
ち
の
楽
譜
注
文
書
に
は
、
こ
の
合
唱
曲
以
外
に
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作
品
は
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
我
ら
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
リ
ッ
タ
ー
音
楽
科
長
）
の
作
品
「
賛
美
歌
」
第
九
五
番
日ロの①、言勺の巴日の合唱で終了した。彼に対しては、『たとえ最
後
と
い
う
有
利
さ
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
我
々
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
作
品
に
真
に
魅
了
さ
れ
た
』
と
い
う
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
」
Ｈ国司、一ｍロ日日の『句の切言巳・巴』巨口の』題ＰＰ豆で日・
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
六
月
一
一
一
日
「
第
一
回
サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
ティヴァル」国『、一ｍ口日日の『可の、ご巳が催された。これは学年
末
の
解
放
感
に
あ
ふ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
ダ
ン
ス
の
会
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
リ
ッ
タ
ー
教
授
の
企
画
に
よ
り
、
音
楽
科
学
生
に
よ
る
声
楽
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
の
ソ
ロ
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
後
五
時
半
か
ら
七
時
、
ダ
ン
ス
は
七
時
半
か
ら
九
時
と
な
っ
ている。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
メ
ニ
ュ
ー
」
と
な
っ
て
お
り
、
曲
名
の
紹
介
を
料
理
に
な
ぞ
ら
え
て
、
た
と
え
ば
「
ヘ
ン
デ
ル
風
ロ
ー
ス
ト
・
ビーフ」河・Ｐの一国の①南山］Ｐ四四口ｇの」とか、少し長いのでは「ハイ
ド
ン
」
の
「
四
季
」
か
ら
選
ば
れ
た
朝
露
し
た
た
る
野
菜
、
サ
ラ
ダ
、
ピ
ク
ルスなどなど」『の、の冒す｝の、》の、］四９ｍ・勺】。【］の、・の一○・ｍの］の○一のロ
二言言の二・司已ｐｍＤのゴロで。ｐ弓言日》庁・日四四且ご》の＠ｍのｐ－
ｍｏｐｍ＆「ショパン風色付きクリーム」○言・目印言。『の、日四］口
○ヶ。ご日（○言・日日】・には「半音階」という意味もある）など機
智
に
富
ん
だ
も
の
で
、
思
わ
ず
笑
い
を
誘
わ
れ
る
。
次
に
ダ
ン
ス
の
種
類
が
踊
る
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
マ
ー
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
チ」、「ポロネーズ」、「ワルツ」、「カドリール」、「ポルカ」、「ワル
ツ」、「ランサーズ」、「スコッチ・リール」、「カドリール」、「ギャ
ロ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
終
わ
る
と
卒
業
生
は
学
校
と
の
別
れ
で
あ
り
、
在
校
生
は
長
い
夏
休
み
に
入
る
の
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
「さらば」くし仔固一と記されていた。
繁
子
は
後
年
こ
の
よ
う
な
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
で
の
日
々
を
「
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
で
私
（”）
は
パ
ー
ペ
ク
ト
な
自
由
を
謁
歌
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
さ
も
あ
ろ
う
と
思われる。
㈹弓ごａの。旨のの三巨巴８｝の．句且□こ》田富閂＆』雷」）口二つ目・
一八八○（明治一一一一）年繁子は三年生になり、そして一一一か月後
に
卒
業
を
控
え
た
翌
一
八
八
一
年
三
月
一
一
十
五
日
、
卒
業
予
定
の
繁
子
、
パ
ー
ム
、
ニ
コ
ル
ズ
、
フ
ァ
ン
・
ベ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
、
シ
ョ
ー
た
ち
が
中
心
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
一
八
八
○
年
度
第
三
回
「
音
楽
の
夕
べ
」
と
し
て
催
さ
れ
た
。
で
は
そ
の
時
の
繁
子
の
演
奏
に
つ
い
て
の
記
事
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
一
一
一
番
目
の
彼
女
は
マ
ッ
カ
三
門
・
言
ｇ
雨
宮
と
い
う
男
性
と
組
ん
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ、変ロ長調」のｏｐｇＰ国国呉烏・『祠】：。：Ｑぐ】・］・ロ・の｝』・》
レロロ目ごロ。、。、芹のロロー・・し］］の四・の二重奏を演奏した。『ヴァッ
サ
ー
雑
誌
』
第
一
○
巻
七
号
に
は
今
ま
で
で
一
番
長
い
講
評
が
記
さ
れ
て
い
（卯）る。
田の日のすの旦口、三の、で三一日】』の日宮の旨の日菖言三宮・面
三】のｍｚＰｍＢ□］この』』四ｍ←】の閂》ゴの①苔の。←の』一・戸旨已言の
、○○ｇＱｐ巳三ののご宮司旬のロＱの国ロ、。｛言のの。ご巴画す『三○‐
Ｎ周一二言三門・三四百丙Ｐ目ロミの言の局のロ○一ｓの：己。ご←のｇ》
一八九
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重の夢・ロ囚亘》す。急のぐのダニｇ夢の←の日ロ○三四ｍ目月のロｍａ
Ｂ言の円一・・日口＆旨、○日のご一口・の、》巴〕ｇ吾巴日・円の］の、９．
℃］旦日、日吾の辱の一日。この日のローョ・巳旦冨ぐのすの①ロ目
廿日日・ぐの日の日・
繁
子
の
演
奏
に
対
す
る
講
評
は
最
終
学
年
ら
し
く
、
音
色
、
テ
ン
ポ
感
、
レ
ガ
ー
ト
奏
法
に
ふ
れ
た
専
門
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
音
色
の
点
で
は
期
待
ど
う
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
テ
ン
ポ
は
あ
る
箇
所
で
は
速
す
ぎ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
一
楽
章
の
レ
ガ
ー
ト
な
奏
法
は
、
も
う
少
し
進
歩
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
な
お
評
者
は
前
年
彼
女
が
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
演
奏
し
た
時
の
強
い
精
神
力
と
音
楽
へ
の
ひ
た
む
き
さ
を
十
分
に
記
憶
し
、
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
共
に
学
ん
で
き
た
ミ
ス
・
パ
ー
ム
は
、
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
の
ト
リ
オ
を
組
ん
で
演
奏
し
た
。
彼
女
の
ピ
ア
ノ
に
対
し
て
は
明
快
、
力
強
い
調
子
、
美
し
い
表
現
力
、
優
雅
な
終
章
で
あ
っ
た
と
の
申
し
分ない講評が与えられた。ミス。ニコルズはヴァッカイごＰ８巴
の
ア
リ
ア
「
あ
あ
、
お
前
は
眠
っ
て
い
る
」
シ
ケ
一
ｍ
の
盲
９
局
目
】
を
、
フ
ァ
ン
・
ベ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
は
リ
ッ
チ
困
旨
臼
の
一
一
重
唱
「
愛
の
悩
み
」
□
し
ロ
、
冒
皀
少
曰
・
円
の
を
歌
い
、
い
ず
れ
も
好
評
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ン
・
ベ
ソ
ス
ホ
ー
テ
ン
は
繁
子
が
一
年
の
時
の
二
重
唱
の
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
彼
女
は
声
楽
ク
ラ
ス
で
、
卒
業
式
で
は
音
楽
科
か
ら
選
ば
れ
て
独
唱
を
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
終
六
番
は
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イオリン。チェロ一一一重奏一一長調、作品七○」し］］の、『・旨ごＰＣの①
８ロヶュ○伊日、○四ｍの巴のロの、頁の、巴ご・而司の、一・であった。ピ
法
政
史
学
第
五
十
号
ア
ノ
は
ミ
ス
・
シ
ョ
ー
で
、
彼
女
も
卒
業
式
の
と
き
の
ピ
ア
ノ
の
独
奏
者
に
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
奏
法
の
総
仕
上
げ
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
㈹句○口『言の。』３の三口巴。＆の・句司己ロ］》弓三四］」霊』・日弓目】・
こ
れ
は
繁
子
の
卒
業
の
一
か
月
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
卒
業
予
定
者
に
は
＊
印
が
つ
け
ら
れ
、
「
音
楽
科
卒
業
ク
ラ
ス」〔罵言のｏ３ｇ巨旦目、○旨、ｍ・二面の、＆。。］・崗三巨巴・の卒業
課題という注記がついていた。つまり作曲者名の欄にｍ・Ｚ長巴
と
記
さ
れ
、
演
奏
者
は
在
校
生
の
一
人
で
あ
り
、
曲
名
は
「
空
へ
向
け
て
矢
を
放
つ
」
閂
の
ケ
。
←
：
シ
月
・
二
目
８
言
の
少
胃
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
卒
業
予
定
者
の
パ
ー
ム
、
フ
ォ
ス
タ
ー
、
シ
ョ
ー
も
同
様
で
あ
っ
た
。
声
楽
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
演
奏
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
繁
子
ら
が
卒
業
課
題
と
し
て
作
曲
し
た
歌
曲
の
発
表
作
品
の
伴
奏
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
図
杏
館
所
蔵
の
『
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
’
八
八
一
年
六
月
号
が
欠
一
け
て
い
て
わ
か
ら
ず
、
音
楽
図
書
館
の
館
長
に
学
生
の
作
品
な
ど
が
残
っ
て
い
な
い
か
と
聞
い
て
み
た
が
、
一
九
一
八
年
以
前
の
も
の
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
ピ
ア
ノ
で
は
リ
ス
ト
の
編
曲
に
よ
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
、
フ
ン
メ
ル
の
作
品
、
声
楽
で
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
キ
ュ
ッ
ケ
ン、グムペ
ル
ト○日
目
すの円
ア
ステル
ヒ
、←の
Ｈ
Ｏケシ
ュ
ーマン
の名が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
繁
子
は
最
終
学
年
に
お
け
る
音
楽
科
の
卒
業
課
題
を
、
｜
｜
｜
月
、
五
月
、
六
月
と
立
て
続
け
に
こ
な
し
て
い
く
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
最
後
の
舞
台
が
間
近
と
な
っ
た
。
一九○
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一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
六
月
二
○
日
、
午
後
八
時
か
ら
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
音
楽
科
の
コ
ン
サ
ー
ト
第
五
回
「
音
楽
の
夕
べ
」
が
始
ま
っ
た
。
繁
子
に
と
っ
て
は
、
今
夕
が
留
学
生
時
代
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
り
、
ま
た
周
囲
も
そ
の
よ
う
な
目
で
見
て
い
る
と
い
う
、
緊
張
の
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
（訓）》つ○
一
シ
ョ
パ
ン
「
ロ
ン
ド
作
品
一
」
ミ
ス
・
リ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
ニ
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
歌
の
翼
に
」
ミ
ス
・
カ
ー
テ
ィ
ス
三
シ
ョ
パ
ン
「
華
麗
な
る
ワ
ル
ツ
変
イ
長
調
作
品
一
一
一
四
」
ミ
ス
・
ナ
ガ
イ
四
ペ
ッ
リ
ー
ニ
、
オ
ペ
ラ
「
清
教
徒
」
閂
勺
目
】
莅
已
よ
り
「
わ
た
しは美しい女」切目『の『、曰くの目・の。ミス・ニコルズ
五
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
協
奏
曲
卜
短
調
作
品
二
五
」
第
一
楽
章
第
一
ピ
ア
ノ
ミ
ス
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
同
第
二
、
三
楽
章
第
一
ピ
ア
ノ
ミ
ス
・
・
ハ
ー
ム
六
レ
ー
ヘ
ル
「
小
さ
な
山
の
子
供
」
ミ
ス
・
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
七
ド
ゥ
・
ペ
リ
オ
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
七
番
」
ミ
ス
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
八
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
「
ル
ク
レ
ッ
ィ
ア
・
ポ
ル
ジ
ア
」
よ
り
「
彼
の
行
動
は
見
張
ら
れ
て
い
る
レ
ロ
＆
ご
頁
。
ご
巴
］
の
←の口の円の、日自】の
ミ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ベ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
九
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
協
奏
曲
一
一
短
調
作
品
四
○
」
第
一
一
、
三
楽
五
繁
子
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
音
楽
科
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
水
井
繁
子
（
生
田
）
一旱
ミ
ス
・
フ
ォ
ス
タ
ー
’
○
マ
イ
ヤ
ペ
ー
ア
オ
ペ
ラ
「
「
悪
魔
ロ
ベ
ー
ル
」
、
○
す
の
１
］
の
□旨匡の
ミ
ス
・
ワ
ル
ラ
ス
｜
｜
ペ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
「
協
奏
曲
ハ
短
調
作
品
三
七
」
第
一
楽
章
第
一
ピ
ア
ノ
ミ
ス
・
フ
リ
ー
デ
ン
バ
ー
グ
第
二
ピ
ア
ノ
ミ
ス
・
ブ
リ
ス
＊
’
二
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
「
ル
ク
レ
ッ
ィ
ア
・
ポ
ル
ジ
ア
」
よ
り
「
ロ
マ
ン
ッ
ア
・
〔
あ
の
魔
法
の
〕
な
ん
と
美
し
い
こ
と
よ
」
囚ｏＢｐｐＮＰ倉○○日》のすの』旨ご
ミ
ス
・
ハ
ツ
ベ
ル
’一一｜ヒラー国】皀閂「協奏曲嬰ハ短調作品六九」
ミ
ス
・
シ
ョ
ー
第
二
ピ
ア
ノ
ミ
ス
・
ハ
ッ
パ
ー
ド
＊
（＊は教師）
繁
子
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
三
番
目
に
登
場
し
、
シ
ョ
パ
ン
の
「
華
麗
な
る
ワ
ル
ツ
変
イ
長
調
、
作
品
三
四
’
一
）
を
演
奏
し
て
い
る
。
同
期
生
の
リ
ト
ル
フ
ィ
１
ル
ド
、
ニ
コ
ル
ズ
、
フ
ォ
ス
タ
ー
、
パ
ー
ム
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
ら
の
顔
も
揃
い
、
繁
子
ら
に
は
頼
り
な
っ
た
で
あ
ろ
う
上
級
生
フ
ァ
ン
・
ペ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
、
シ
ョ
ー
の
二
人
も
一
緒
で
あ
る
。
二
人
は
学
位
取
得
の
た
め
（犯）
四
年
目
で
あ
る
。
曲
目
は
シ
ョ
パ
ン
が
一
一
曲
と
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
当
時
の
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
ヒ
ラ
ー
の
協
奏
曲
、
声
楽
は
ド
ニ
ゼッティ、ペッリーーー、マイアベーアという一九世紀花形オペラ
作
家
の
ア
リ
ア
が
揃
っ
た
。
な
お
「
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
雑
誌
』
に
は
こ
の
日
の
．
一
九
一
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ン
サ
ー
ト
の
講
評
は
三
日
後
の
卒
業
式
の
演
奏
者
に
決
ま
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
・
ペ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
と
シ
ョ
ー
の
演
奏
に
つ
い
て
だ
け
し
か
載
っ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
う
し
て
繁
子
は
無
事
に
全
部
の
課
題
を
終
え
た
。
三
年
間
を
通
じ
て
記
録
の
あ
る
限
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
演
奏
会
を通じてピアノ独奏三回、一一重奏一回、独唱一回、一一重唱一回、
声
楽
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
（
？
）
｜
回
を
人
前
で
演
奏
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
三
日
後
が
卒
業
式
で
あ
っ
た
。
卒
業
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
音
楽
科
卒
業
生
（”）
名
を
次
の
よ
う
に
列
記
し
て
い
る
。
○『ＰＱ巨旦の、守○日言ののｓｏ。］○扁三巨巴○
丘の｝の写の固｝旨回すの言レロロ円の言、．シ・国・……○鳶口急Ｐ・ｏｍｐｐｇ四
三日］固」］のロ可。、←の門：……………………・……勺・巨函ロ丙の①ご巴の
可自己のシ三円Ｐ巨三の虚の｝ｇ》し・国・・…・…・……三】９ｓの←・ヨロ
色目血①ｚロ関】（……………………………………弓○三○．』眉目
○の１２９のｚ］＆。」、……………・………・・…・・・……日日ｑ一○弓ロ
］已冒シロロ四勺＆日・…・…………・……………し巨呂Ｐ日のＨｍｍ
（イタリックは生田）
さ
て
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、
こ
れ
は
ピ
ア
ノ
の
独
奏
か
、
そ
れ
と
も
声
楽
曲
と
し
て
歌
わ
れ
た
の
か
、
非
常
に
紛
ら
わ
し
い
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
た
と
え
ば
私
た
ち
の
よ
く
知
っ
て
い
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
歌
の
翼
に
」
は
も
と
は
声
楽
曲
だ
が
、
歌
唱
の
場
合
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
の
場
合
と
が
あ
る
の
に
気
づ
く
。
’
八
八
○
年
度
第
五
回
「
音
楽
の
夕べ」ではメンデルスゾーン作曲へラー編曲このごｇの］田・ロー国の］‐
六
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
音
楽
科
の
音
楽
的
傾
向
法
政
史
学
第
五
十
号
」
閂
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
明
ら
か
に
ヘ
ラ
ー
編
曲
の
ピ
ア
ノ
曲
「
歌
の
翼
に
」
で
あ
る
。
演
奏
者
の
ミ
ス
・
パ
ー
ム
は
一
番
年
齢
が
若
く
、
一
六
歳
で
、
繁
子
と
同
期
に
入
学
し
、
同
期
で
卒
業
し
た
。
彼
女
は
講
評
で
「
彼
女
は
若
い
演
奏
者
の
中
で
、
ピ
ア
ノ
に
お
い
て
際
立
っ
た
才
能
の
持
ち
主
で
あ
る
」
と
期
待
さ
れ
た
学
生
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
選
曲
に
は
私
は
少
々
不
満
な
の
だ
が
。
こ
こ
で
一
九
世
紀
と
い
う
時
代
の
音
楽
的
風
潮
を
簡
単
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
は
交
通
手
段
も
発
達
せ
ず
、
オ
ペ
ラ
団
や
演
奏
家
な
ど
も
限
ら
れ
た
大
都
市
し
か
巡
演
せ
ず
、
ま
し
て
や
し
コ
ー
ド
も
な
い
当
時
、
音
楽
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
自
分
で
弾
く
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
南
北
戦
争
が
終
わ
り
、
人
々
の
気
持
ち
に
も
ゆ
と
り
が
出
て
き
た
た
め
、
音
楽
に
対
す
る
関
心
が
急
激
に
高
ま
り
、
ピ
ア
ノ
を
習
う
子
女
が
増
え
、
今
で
い
う
ホ
ー
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
流
行
し
た
。
つ
ま
り
こ
れ
が
ピ
ア
ノ
の
大
衆
化
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
を
囲
み
、
家
族
が
団
築
し
た
り
、
訪
問
客
が
あ
れ
ば
弾
い
て
も
て
な
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ピ
ア
ノ
曲
以
外
の
管
弦
楽
曲
、
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
、
歌
曲
や
民
謡
に
至
る
ま
で
、
軽
く
美
し
い
旋
律
の
音
楽
が
続
々
と
ピ
ア
ノ
曲
に
編
（狐）
曲
さ
れ
、
そ
の
需
要
に
こ
た
え
て
た
く
さ
ん
の
楽
譜
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
’
八
二
○
年
頃
ま
で
は
ピ
ア
ノ
音
楽
の
主
流
を
占
め
て
い
た
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
次
第
に
人
気
を
失
い
、
耳
に
快
く
、
柔
ら
か
く
響
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
「
即
興
曲
」
、
「
夜
想
曲
」
、
「
幻
想
曲
」
や
、
ま
た
有
名
な
歌
曲
や
民
謡
を
も
と
に
し
た
「
変
奏
曲
」
、
軽
快
な
ロ
ン
ド
や
ワ
ル
ツ
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
傾
向
は
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
音
楽
科
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
繁
子
の
三
年
間
の
在
学
期
九
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間
二
八
八
八
’
九
二
に
つ
い
て
み
て
も
、
最
初
は
大
学
教
育
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
家
庭
音
楽
の
延
長
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
ま
だ
独
自
の
芸
術
作
品
を
持
た
ず
、
音
楽
教
育
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
英
才
教
育
と
い
う
よ
り
は
、
市
民
の
家
庭
の
中
で
楽
し
む
音
楽
の
延
長
と
し
て
出
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
。
前
述
の
ミ
ス
・
パ
ー
ム
の
た
め
の
選
曲
も
そ
の
現
れ
で
あ
る
し
、
繁
子
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
最
終
学
年
に
な
る
と
、
学
生
の
演
奏
技
術
の
向
上
に
と
も
な
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
な
ど
の
ソ
ナ
タ
や
重
奏
曲
、
協
奏
曲
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
歌
唱
、
ピ
ア
ノ
演
奏
を
通
じ
て
最
も
多
く
選
ば
れ
て
い
る
の
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
作
品
で
あ
る
。
彼
の
難
解
な
と
こ
ろ
の
な
い
、
上
品
で
優
美
な
旋
律
が
当
時
の
人
々
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
ピ
ア
ノ
曲
集
『
無
言
歌
』
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
び
ご
と
に
必
ず
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
『
無
言
歌
』
は
現
在
で
も
結
構
人
気
を
保
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
曲
集
である。
二
番
目
に
多
い
の
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
シ
ョ
パ
ン
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
は
ほ
と
ん
ど
「
即
興
曲
」
で
、
シ
ョ
パ
ン
は
む
つ
か
し
い
エ
チ
ュ
ー
ド
お
よ
び
バ
ラ
ー
ド
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
類
は
見
当
た
ら
ず
、
ロ
ン
ド
、
ワ
ル
ツ
、
夜
想
曲
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
が
再
三
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
一
、
二
曲
の
ソ
ナ
タ
と
協
奏
曲
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
平
均
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
さ
す
が
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
も
人
気
が
あ
る
。
そ
の
他
、
現
在
で
は
も
う
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
世
紀
に
活
躍
し
た
、
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
主
と
し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
出
身
の
作
曲
家
の
作
品
が
目
に
つ
く
。
た
と
え
ば
繁
子
の
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
際
に
ミ
ス
・
シ
ョ
ー
が
最
終
を
飾
っ
た
ヒ
ラ
ー
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
嬰
へ
短
調
作
品
六
九
」
は
、
演
奏
時
間
が
一
八
分
も
か
か
る
、
シ
ョ
パ
ン
風
の
華
麗
で
技
巧
的
な
ピ
ア
ノ
曲
で
、
’
八
五
六
年
に
ヒ
ラ
ー
自
身
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
当
時
は
大
変
人
気
が
あ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
他
ヘ
ン
ゼ
ル
ト
の
協
奏
曲
な
ど
も
取
り
上
げ
（妬）
こわれている。
｜
方
声
楽
の
ほ
う
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ベ
ッ
リ
ー
ニ
、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
、
キ
ュ
ッ
ケ
ン
、
バ
ッ
カ
イ
、
リ
ッ
チ
、
ア
プ
ト
・
ラ
フ
な
ど
の
作
品
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
声
楽
の
初
学
者
が
必
ず
学
ぶ
と
い
っ
て
も
よ
い
『
イ
タ
リ
ア
古
典
歌
曲
集
』
」
』
（
ｎ
匹
貝
冨
①
胃
ｐ
【
（
目
所
収
の
歌
曲
は
ほ
と
ん
ど
歌
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ヘ
ン
デ
ル
の
「
私
を
泣
か
せ
て
く
だ
さい」巴Ｐの。旨□宮○℃旨口、口および「樹木の蔭で」○日つ日日巴‐
盲Ｐ閏囚。）が目につく程度である。同書に収められた歌曲は
古
典
的
な
素
朴
な
様
式
美
を
持
つ
も
の
で
、
甘
く
、
感
傷
的
な
華
や
か
さ
を
求
め
る
一
九
世
紀
の
好
み
に
は
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
繁
子
は
三
年
間
に
一
一
○
回
以
上
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
主
に
一
九
世
紀
ロ
マ
ン
派
の
音
楽
を
体
験
し
た
わ
け
で
あ
る
。
繁
子
が
学
ん
だ
当
時
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
音
楽
環
境
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
寺
小
屋
で
読
み
書
き
を
い
く
ら
か
習
っ
た
だ
け
で
、
ピ
ア
ノ
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
わ
け
で
は
な
い
彼
女
が
、
明
治
期
の
日
本
人
の
血
が
な
か
な
か
な
じ
め
な
か
っ
た
西
洋
の
音
楽
に
挑
戦
し
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生
の
中
に
た
だ
一
人
の
東
洋
人
と
し
て
卒
業
を
果
た
し
た
こ
と
を
九
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西
洋
音
楽
は
日
本
人
に
は
あ
ま
り
に
異
質
な
文
化
だ
っ
た
ゆ
え
、
そ
の
導
入
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
八
月
「
学
制
」
が
発
布
さ
れ
、
辛
う
じ
て
「
唱
歌
」
が
学
校
教
育
の
中
の
正
課
に
加
え
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
「
当
分
こ
れ
を
欠
く
」
と
い
う
状
態
で
、
教
え
ら
れ
る
人
材
が
い
な
か
っ
た
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
七
月
、
愛
知
県
師
範
学
校
長
の
伊
沢
修
二
は
師
範
教
育
取
調
べ
を
命
じ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
リ
ッ
ジ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
州
立
師
範
学
校
に
入
学
し
た
。
彼
は
ほ
と
ん
ど
全
科
目
優
秀
な
成
績
で
あ
っ
た
が
、
音
楽
だ
け
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
校
長
よ
り
西
洋
音
楽
と
東
洋
の
そ
れ
で
は
音
階
が
異
な
る
の
で
、
君
に
は
無
理
だ
か
ら
、
音
楽
の
単
位
は
免
除
（鋼）
す
る
と
い
わ
れ
、
悔
し
涙
を
流
し
た
と
回
想
し
て
い
る
が
、
彼
を
長
と
す
る
文
部
省
音
楽
取
調
掛
が
や
っ
と
繁
子
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
入
学
の
翌
年
、
文
部
省
内
用
地
（
現
在
の
東
京
大
学
法
文
経
一
号
館
付
近
）
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
半
年
後
の
一
八
八
○
（
明
治
一
一
一
）
年
三
月
、
ア
メ
リ
カ
人
音
楽
教
育
家
ルーサー・ホワイティング・メーソン田口言閂三三一旨、三口の○口
が
お
雇
い
教
師
と
し
て
招
か
れ
、
彼
の
手
配
で
ア
メ
リ
カ
よ
り
ピ
ア
ノ
’
○
台
お
よ
び
楽
譜
、
音
楽
図
書
類
が
届
け
ら
れ
た
。
’
○
月
に
は
早
速
一
八
名
の
音
楽
伝
習
生
を
入
学
さ
せ
て
、
音
楽
教
員
の
養
成
に
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た。帰
国
後
の
繁
子
は
、
西
洋
音
楽
修
得
の
基
礎
は
ま
ず
ピ
ア
ノ
と
い
う
音
楽
取
調
掛
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
メ
ー
ソ
ン
が
教
え
て
い
た
ピ
ア
ノ
を
彼
女
が
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ー
ソ
ン
は
翌
年
二
月
の
再
契
約
期
高
く
評
価
し
た
い
。
七
帰
国
後
の
永
井
繁
子
Ｉ
そ
の
も
た
ら
し
た
も
の
Ｉ
法
政
史
学
第
五
十
号
限
切
れ
に
先
立
つ
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
七
月
、
賜
暇
帰
国
中
に
、
文
部
省
よ
り
解
雇
通
知
を
受
け
た
。
即
ち
、
「
学
校
唱
歌
教
授
之
儀
ハ
段
々
ノ
御
尽
カ
ヲ
以
テ
先
二
音
楽
取
調
掛
教
員
二
而
大
概
不
都
合
有
之
間
敵
様
被
存
且
シ
洋
琴
等
之
教
授
モ
永
井
子
一
一
而
一
通
り
差
支
無
之
様
相
心
得
候
（
後
略
ど
と
し
て
、
も
は
や
メ
ー
ソ
ン
が
い
な
く
と
も
繁
子
で
十
分
や
っ
て
ゆ
け
る
と
い
う
見
通
し
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
’
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
、
伊
沢
修
二
掛
長
の
音
楽
教
育
の
経
過
報
告
に
も
「
（
前
略
）
当
初
は
メ
ー
ソ
ン
氏
之
ヲ
伝
習
シ
タ
リ
シ
ガ
幸
二
瓜
生
繁
女
ノ
米
国
二
於
テ
該
科
ヲ
卒
業
シ
帰
国
シ
タ
ル
ー
ー
ョ
リ
方
今
一
一
在
リ
テ
ハ
専
ラ
同
人
之
ヲ
教
授
シ
其
（”）
進
歩
ヲ
モ
大
二
見
ル
ペ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
致
セ
リ
（
後
略
）
」
と
い
う
記
述
が
（胡）
あり、繁子のレッスンで伝習生》ｂは大いに進歩していると述べ、
そ
の
中
に
は
後
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
た
逸
材
の
幸
田
延
も
い
た
の
で
あ
る
。
（”）
メ
ー
ソ
ン
の
送
別
演
奏
会
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
瓜
生
繁
受
持
」
と
し
て
ピ
ア
ノ
部
門
を
一
手
に
取
り
し
き
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
七
月
一
五
日
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
卒
業
式
に
、
「
永
井
嬢
が
弾
く
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
会
場
に
入
っ
て
来
た
」
生
徒
た
ち
を
、
そ
の
当
時
帝
国
大
学
で
教
え
て
い
た
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー（㈹）
ス団ロゴＰａのご］ぐの、←の甸冨・円、のは非常な感動を以て記述している。
彼
女
は
こ
う
し
た
行
進
曲
の
楽
譜
を
一
八
九
九
（
明
治
一
一
一
二
）
年
、
銀
座
の
「
十
字
屋
」
か
ら
刊
行
し
、
’
九
○
四
（
明
治
三
八
）
年
ま
で
に
四
版
を
重
ね
て
い
る
。
さ
て
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
進
す
る
次
に
は
ダ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
前
述
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
学
年
末
の
行
事
に
卒
業
生
を
送
る
ダ
ン
ス
の
会
が
あ
っ
た
が
、
一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
一
○
月
、
東
京
女
子
高
等
師
範
一九四
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学
校
の
教
職
員
お
よ
び
帝
国
大
学
の
教
授
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
会
話
・
舞
か
．
ｒ
踏
・
一
日
楽
を
以
て
善
良
な
男
女
交
際
を
目
的
と
し
た
「
和
楽
会
」
が
設
立
さ
（肌）
れ
た
。
繁
子
も
、
桜
井
錠
一
一
、
矢
田
部
良
士
ロ
、
穂
積
陳
重
、
鳩
山
春
子
、
箕
作
佳
吉
、
豊
田
英
雄
子
、
武
村
千
佐
子
、
鮫
島
晋
ら
と
と
も
に
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
以
後
女
子
師
範
で
は
卒
業
の
時
に
盛
大
に
カ
ド
リ
ー
ル
や
コ
チ
ロ
ン
を
踊
る
習
慣
は
、
ま
さ
に
繁
子
が
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
時
代
の
体
験
を
同
校
で
試
み
た
も
の
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
世
は
鹿
鳴
館
時
代
と
い
う
欧
化
熱
の
最
高
潮
の
時
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
舞
踏
会
で
の
ダ
ン
ス
音
楽
の
演
奏
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
あ
る
時
、
生
徒
の
幸
田
延
に
、
自
分
に
代
わ
っ
て
弾
い
て
く
る
よ
う
〈枢）
に
と
い
わ
れ
た
、
と
い
う
幸
田
の
回
想
は
興
味
深
く
、
繁
子
自
身
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
欧
化
政
策
に
大
い
に
貢
献
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
舞
踏
会
や
西
洋
音
楽
の
演
奏
会
は
、
ま
だ
日
本
に
於
い
て
は
一
般
の
国
民
と
は
隔
絶
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
盛
ん
で
あ
り
、
音
楽
そ
の
も
の
よ
り
も
社
交
の
一
要
素
と
し
て
上
流
階
級
・
知
識
人
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
繁
子
自
身
の
演
奏
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
六
月
二
四
日
の
「
音
楽
同
好
会
」
の
発
会
式
と
そ
の
一
ヶ
月
後
の
七
月
六
日
の
東
京
音
楽
学
校
の
第
一
回
卒
業
式
に
お
い
て
、
曲
目
は
同
じ
ウ
ェ
ー
バ
ー
作
曲
の
華
や
か
な
ワ
ル
ツ
「
舞
踏
へ
の
勧
誘
」
を
演
奏
し
た
こ
と
が
記
録
に
〈⑬）
残
っ
て
い
る
。
彼
女
の
弾
く
ピ
ア
ノ
に
聴
衆
は
大
い
に
刺
激
を
受
け
、
話
題
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
西
洋
音
楽
を
世
間
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
役
目
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
ち
な
み
に
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
四
月
、
読
売
新
聞
社
は
婦
人
和
洋
音
楽
家
の
人
気
投
票
を
行
っ
（“）
た
結
果
、
繁
子
は
幸
田
廷
に
次
い
で
一
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
水
井
繁
子
（
生
田
）
繁
子
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
○
月
二
○
日
の
文
部
省
発
令
に
よ
る
祝
日
祭
日
に
ふ
さ
わ
し
い
唱
歌
の
歌
詞
お
よ
び
楽
譜
の
審
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
こ
の
時
に
「
君
が
代
」
は
じ
め
、
「
紀
元
節
」
他
一
四
曲
が
選
曲
さ
れ
た
。
東
京
音
楽
学
校
長
村
岡
範
為
馳
を
審
査
委
員
長
と
し
、
当
時
の
外
人
教
師
デ
ィ
ト
リ
ッ
ヒ
も
顧
問
と
し
て
連
な
る
一
六
名
の
中
の
唯
一
（幅）
の
女
性
委
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
彼
女
は
一
二
○
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
が
、
既
に
四
児
の
母
親
で
も
あ
り
、
超
多
忙
の
毎
日
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
繁
子
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
音
楽
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
、
明
治
の
日
本
女
性
に
は
未
だ
考
え
ら
れ
ぬ
自
立
の
精
神
で
あ
っ
た
、
と
思
う
。
｜
方
ア
メ
リ
カ
人
の
メ
ー
ソ
ン
を
解
雇
し
て
ド
イ
ツ
人
の
エ
ッ
ヶ
ル
ト
（句日日ご・ご因・穴の１）を迎えた以後の東京音楽学校は、音楽教
員
養
成
か
ら
ド
イ
ツ
人
音
楽
家
を
招
い
て
の
芸
術
家
養
成
に
教
育
方
針
を
転
換
さ
せ
て
ゆ
き
、
ド
イ
ツ
｜
辺
倒
の
時
代
に
入
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
繁
子
が
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
で
来
た
「
最
高
の
教
養
と
し
て
の
音
楽
」
と
は
相
容
れ
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
帰
国
後
の
繁
子
は
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
（媚）
チハイにピアノのレッスンを受けていたとの証一一一一百もあり、教師・
家
事
・
育
児
の
傍
ら
、
な
お
研
譜
を
積
も
う
と
し
た
姿
勢
を
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
家
庭
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
の
大
変
さ
を
繁
子
は
い
や
（仰）
と
い
う
ほ
ど
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
の
音
楽
教
育
は
、
繁
子
の
教
え
子
た
ち
に
よ
っ
て
全
国
に
拡
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
繁
子
は
東
京
音
楽
学
校
を
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
一
九
○
一
一
（
明
治
三
五
）
年
に
辞
職
し
た。
一九五
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註（１）『津田塾大学紀要』二Ｗ（’九九二年一一一川）’’’六ページ。
夜
（
２
）
づ
冒
盲
・
壽
電
・
号
ｌ
鬘
：
…
・
一
甸
…
口
…
・
口
。
鰹
且
、
二
言
弓
…
・
「
三
三
ｌ
員
二
鬘
…
昌
乎
Ｓ》一一ｍｇ一の日ケの局ご日．
（３）日本英学史学会抜刷一九八四年二Ⅱ。
（
４
）
本
稀
の
ほ
か
に
「
永
井
繁
子
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
閉
学
１
１
初
の
国
費
女
子
留
学
生
」
（
『
安
岡
昭
男
先
生
古
稀
犯
念
近
代
Ⅲ
本
の
形
成
と
腿
附
』
（
巌
南
堂
か
ら
刊
行
予
定
）
所
収
）
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
も
参
照
し
ていただきたい。
（
５
）
一
合
の
の
弓
９
馬
鴇
聖
冒
§
９
ｓ
冨
烏
」
富
‐
三
つ
出
（６）勺『の一一日ご閂〉、因〆ロョヨ巴一○コ○四ａ、。」函コーヨ》ｚｍ四日の亘囚の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
図
譜
鮒
特
別
資
料
宝
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る。
（７）一§のＱ「ｇ』菌①シミ§』（旨日｛品：」園‐『Ｐｐ」Ｐ
（
８
）
音
楽
科
の
修
業
年
限
に
つ
い
て
は
訣
四
に
あ
げ
た
小
論
を
参
照
の
こ
と
。
（９）漬ごＰ⑪切閏○閉巨の『》の国８戸」認一．ヴァッサー・カレッジ図書
節特別資料寵主任のナンシー・マックヶックニｌｚｇ８三四・訂。【‐
己
の
さ
ん
の
好
恵
に
よ
っ
て
そ
の
コ
ピ
ー
を
人
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（川）一百のの弓ｇ』宿の昔。ＥローＳ日』・叱匡の］園Ｉご》ロ題・
（Ⅱ）。】の一旬ののミミ氏の・の』ｓご》〆‐Ｓ（」直一三畠）も．ｇＰ
（胆）重の一ｓの②。「富の８ｓご》｛×‐、（三閏・三雷①）》ロ』］、。
（
旧
）
吉
川
利
一
『
津
田
梅
子
』
中
公
新
幽
□
几
九
○
）
五
八
ペ
ー
ジ
。
（
Ｍ
）
「
か
っ
て
の
女
子
留
学
生
懐
旧
談
に
ふ
け
る
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
五
（一九一六）年一○月二二日。
（
旧
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
パ
ル
ッ
校
前
教
授
メ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
・
コ
リ
ー
法
政
史
学
第
五
十
号
三口ご］目の。。［ご氏の直話による。
（旧）ロミ（・目ミミニョ⑩「（。§囚品「§ご》四二の可》句司の：国・戸田巳の》
Ｐ．ご・○・ｍ・Ｃ－Ｃ丙旨印。ご亟屡。Ｅご旨の。（言の国厨一○こＣ（二】のＣの‐
ロ騨司一日の二一○［冨匡の】。『くゆの、閂Ｑ〕｝］の、の一ｍｇ－一＄』．ご－℃ヨ（曰くｂの‐
⑪。国ロ・閂ｐＣＥｍ一○二冠。［昏のご鹿、⑪四局○Ｃ｝」の四の二目Ｅｍ－Ｃほ）す［四局臣）》ロ．
いつ・
（
Ⅳ
）
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
迩
日
楽
科
の
教
師
、
学
生
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
リ
ッ
タ
ー
の
作
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
’
一
八
七
六
年
六
月
二
六
日
「
音
楽
の
夕
べ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
○
番
「睡蓮」弓冨三日の『‐匡冒
こ
の
時
妻
の
フ
ラ
ン
セ
ス
・
レ
イ
モ
ン
ド
・
リ
ッ
タ
ー
の
作
品
「
我
が
子
よ。何ゆえにおまえは泣くのか」三昼□・旦弓可・巨三の①ご》二巨
○
亘
亘
も
施
奏
さ
れ
た
。
２
’
八
七
八
年
二
月
二
七
日
「
室
内
楽
の
夕
べ
」
「アンダンテ・レリジオーゾ」シ己臼】←の国の｝垣・８チェロとオ
ル
ガ
ン
の
二
重
奏
曲
３一八七九年一二月一七日「第一回音楽の夕べ」
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
セ
レ
ナ
ー
デ
「
我
は
汝
の
夢
よ
り
覚
め
た
り
」
閂
因
尉
の
才○日Ｃ可の口日切。｛ヨゴの①
４一八八○年六月二一日「第七回音楽の夕べ」
「協奏曲ロ短調」第二、三楽章
５’八八○年一一一月二五日「第三回音楽の夕べ」
「賛美歌第九五番」
６
一
八
八
三
年
四
月
一
八
日
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
音
楽
の
夕
べ
」
「
七
重
奏
曲
セ
レ
ナ
ー
デ
へ
長
調
」
一九六
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７
一
八
八
四
年
一
一
一
月
二
六
日
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
オ
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
音
楽の夕べ」
「ピアノ、ヴァイオリン、チェロのための三重奏Ⅲ」
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
以
外
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
三
月
二
六
日
ボ
ス
ト
ン
音
楽
堂
に
お
け
る
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
音
楽
協
会
主
催
「
第
七
回
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
交
響
Ⅲ
第
二
番
初
波
。
指
揮
は
カ
ー
ル
・
ツ
ェ
ラ
ー
ン
（
旧
）
作
品
二
七
は
一
番
、
二
番
と
あ
り
、
両
方
と
も
「
幻
想
曲
風
ソ
ナ
タ
」
と
い
う
刑
題
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
そ
の
番
号
か
抜
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
番
の
ほ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
二
悉
の
ほ
う
が
「
月
光
」
で
あ
る。
（
旧
）
奥
田
恵
二
『
ア
メ
リ
カ
の
池
川
楽
ｌ
杣
氏
地
時
代
か
ら
現
代
ま
で
Ｉ
』
（音楽之友社、’九七○）’五九ページ。
（
卯
）
同
右
一
五
九
ペ
ー
ジ
。
（Ⅲ）ロゴ⑩一口②②ｐ「三（の８（臼「ご）戻占（三閏呂一ｍｇ）》で．』二
（皿）以下の識評は弓⑯一ｓののミミ目の８』日ご》二’＠（」口｝巨一ヨロ〉・
弓・』窓ｌ召に掲載されている。
（羽）虞三一⑪ｍｚｍｍ巴円の。：同の９色口閂日ｂ［○日ロロ○［の○すＥケの１》切菖ｓ
円の巴□の｝》○口２ｍ。」の×口の、⑪一○コ・のすの、す。三⑪日巨臼８｜：ロ局の○臼‐
←』・ロヨゴの局ｂ」ど旨、・三のゴ○℃の一○ヶの胃すの『回西日ｐｍｏｏＰ蜜
（皿）贋巨昏のＱ色の←》《弓すの二四罠すの一一のｍｐＱ←すの国○コの局、》》夢のごｏ〕Ｃの、
。｛二一の、ののｚｐｍ巴回且ぐ自国の。、・ず。←のごＢＱｐ９ｍの①日一○
す閏日。。旨の。ご
（配）以下の論評は罠の一句ののｐ「」言の。①｛日『Ｑ》園１ｍ（ご畠｝房①）・弓・
」畠ｌ圏による。
（閉）虞ご」ｍｍｚｍｍ日ロ｝囚】のｑｚｏＰ－ｏ（三のロロの一ｍｍ・ロ㎡《口の□の局○ケ□の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
永
井
繁
子
（
生
田
）
三○１の》且言印可のご巴ゴ四コ９ｍ『の日切□旨（・劃
（幻）ご←①『ロののＱ「こ』の：｛日。こ》良‐⑪（』目の一ｍｇ）・ロ・色①によれば
五
月
一
九
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
日
付
に
従
う
。
（邪）倉三】⑪ｍｚｍｍＢ、ゆくの弓四口すの１》、○国ｅの、。。、ごロ日、ロロの旬
どの『三回ＣＯの己（、ご｝の一○一ケの騨巨□〕のごＣＰ－ＥＱｍ一己、［田。【ご一宮の、ロロ一画こめの
の×。一一のＱ・弓
（羽）註（Ⅲ）に同じ。
（釦）ご扇ぐロののＳご曰の。⑩｛ｓごこ》メーヨ（シロ巴」囹」）》ロ・＄』・
（別）ご》の『ロののｐ「ミ（の。⑯』日。こ》パー①（」巳邑」患｝〉》ロ。、一四・
（犯）音楽科卒業生の学位については註四にあげた小論を参照のこと。
（郷）少コミミＱ§』。、烏ＱＳ①〔言・の「の§ａ四貝句員の」田」‐田》□・
」□・
（
Ｍ
）
西
原
稔
『
ピ
ア
ノ
の
誕
生
』
（
（
識
談
社
逸
書
メ
チ
エ
、
’
九
九
五
）
一
四
五
’
’
五
二
ペ
ー
ジ
。
音
楽
之
友
社
『
作
品
小
辞
典
』
’
九
七
一
一
、
ロ
マ
ン
派
（上）。渡辺裕「音楽の自動化と女性解放」（『大航海』’○〈’九
九六〉）一七三’一七四ページ。
（
鍋
）
ヒ
ラ
ー
（
’
八
二
’
八
五
）
は
ド
イ
ツ
人
で
、
フ
ン
メ
ル
の
高
弟
に
あ
た
る
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
。
ヘ
ン
ゼ
ル
ト
（
一
八
一
四
’
八
九
）
も
ド
イ
ツ
人
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
ベ
ル
ガ
１
、
フ
ン
メ
ル
に
師
事
し
、
ロ
シ
ア
の
宮
廷
ピ
ア
ニストととして活躍した。
（柵）上沼八郎『伊沢修二』（吉川弘又館）七一ぺ１ジ。
（
師
）
「
メ
ー
ソ
ン
宛
明
治
十
六
年
以
降
の
契
約
に
つ
い
て
そ
の
成
否
を
問
う
普
簡
」
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
』
（
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
七
）
第
一
巻
二
三
七
ペ
ー
ジ
。
（卵）『
東
京芸術
大
学百年
史
東京音
楽
学校篇
』第一
巻六四
ページ。
（羽）同右、二一一一一ページ。明治十五年十二月、後の瓜生外吉海軍大将
一九七
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（灯）日。、冨丙○句目巨嵐》の一巴》のＱｍ・函日可のシ三・ｓの耳の『ｍ・ロ日の目ｍｐ－
９陣㎡○○局【の、ご・且のロ・の一・国の局少日のｄｓｐ旨・旨の『（ｚのミ田・鳥》
の｛○・》三の巴西の島已』沼」）・ロ・盆ほか。
そ
の
他
の
音
楽
関
係
参
考
文
献
セ
オ
ド
ア
・
テ
ル
ス
ト
ロ
ム
箸
川
島
正
二
訳
『
ア
メ
リ
カ
音
楽
教
育
史
』
音
楽
鑑
賞
教
育
振
興
会
、
一
九
八
四
供田武嘉津『西欧音楽教育史』音楽之友社、一九九―
井上和男編著『クラシック音楽作品辞典』三省堂、一九九一一一
中
河
原
理
編
『
声
楽
曲
鑑
賞
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
千
歳
八
郎
『
一
九
世
紀
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
五
千
歳
八
郎
『
統
一
九
世
紀
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
七
（
妬
）
『
束
泉
芸
術
大
学
百
年
史
璽
泉
音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻
四
九
八
ペ
ー
ジ
。
（㈹）中村理平『キリスト教と日本の洋楽』）大空社、一九九六）、九八
と
結
婚
、
瓜
生
姓
と
な
っ
て
い
た
。
（
仰
）
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
箸
、
石
川
欣
一
訳
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
三
』
（
平
凡
社
東洋文庫）六五ぺｌジ。
（
皿
）
田
甫
桂
三
『
近
代
日
本
音
楽
教
育
史
Ｉ
』
（
学
文
社
）
六
四
ペ
ー
ジ
、
石
井
研
堂
編
『
明
治
事
物
起
源
』
下
一
二
三
打
ペ
ー
ジ
。
『
お
茶
ノ
水
大
学
百
年
史
』
二
九
八
四
、
五
）
七
四
ペ
ー
ジ
。
（
岨
）
日
本
洋
楽
資
料
収
集
連
絡
協
議
会
編
『
紀
尾
井
町
時
代
の
幸
田
延
ｌ
ｌ
都
留
正
子
氏
回
想
ｌ
』
（
’
九
七
七
）
四
七
、
五
七
ぺ
‐
ジ
．
（
旧
）
『
車
泉
芸
術
大
学
百
年
史
演
奏
会
篇
』
第
一
巻
七
、
八
ペ
ー
ジ
。
（
“
）
『
音
楽
雑
誌
』
’
五
号
（
明
治
二
五
年
四
月
二
○
日
）
復
刻
版
一
七
ぺ
Ｉ
法
政
史
学
第
五
十
号
ジ。ページ。
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